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関東地方整備局　荒川調節池工事事務所
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氏

関東地方整備局　関東技術事務所
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ｎ
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俣
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氏

人
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
長

３
次
元
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用
し
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性
向
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田
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氏

Ｂ
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屋
　

誠
氏

ＢＩＭ／ＣＩＭ原則適用　人材育成の流れも拡大
日刊建設通信新聞社 ＢＩＭ　／ＣＩＭ　ＬＩＶＥ　第３回

　第４回は日　き

う
か
ら
Ｈ
Ｐ
で

参
加
受
付
ス
タ

ト

（８）（９） （第三種郵便物認可） ２０２２年（令和４年）３月１日　（火曜日）２０２２年（令和４年）３月１日　（火曜日）

　クラウドを活用した時短の方
法を紹介する。建設業界向けク
ラウド製品は「Ａｕｔｏｄｅｓ
ｋ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
　Ｃｌｏｕｄ（ＡＣＣ）」とし
て、用途や目的に合わせて様々
なモジュールを用意しており、
今回はドキュメントマネジメン
トのモジュールについて説明す
る。
　『Ａｕｔｏｄｅｓｋ　Ｄｏｃ
ｓ（ＡＤ）』は、『Ｃｉｖｉｌ

３Ｄ』や『Ｒｅｖｉｔ』で作成
したデータを一度別の場所に保
存後にアップロードする手間を
省き、直接クラウド上のプロジ
ェクトファイルに保存できる。
パソコン以外にタブレット端末
からＤＷＧやＰＤＦ、ＢＩＭ／
ＣＩＭモデルを閲覧でき、必要
な場所で自由に断面を切り計測
することが可能だ。
　タブレット端末から直接、朱
書きや指摘事項を書き込めるこ
とも特徴だ。指摘事項を作成す
ると関係者にメールが自動送信
される。データを紙に出力後、
朱書きし再度電子化するなどの
一手間を削減できる。
　ＡＣＣの製品は、オンライン
セミナーでも紹介している。様
々なテーマのセミナーがあり、
ユーザー事例なども公開してい
る。

　構造物モデルの作成ソフトと
して新たに提供する「ＳｉＴＥ
―ＳＴＲＵＣＴＵＲＥ」は、土
木構造物モデルのためのＢＩＭ
／ＣＩＭソリューションとな
る。モデルの作成、計測や干渉
チェックなどのレビュー機能、
移動や回転などの編集機能を設
けた。
　実際のモデル作成工程は、発
注者から貸与された図面を基に
部品の３次元データをつくり、

その部品データを組み合わせる
ことで構造物モデルが完成す
る。わざわざ部品を組み立てて
モデルをつくるのは、国土交通
省の数量算出要領に対応するた
めだ。分割コマンドでは、ロッ
ト割をしたい部分を指定すれば
簡単につくることができる。
　構造物モデルはほかのソフト
と連携可能だ。「ＳｉＴＥ―Ｓ
ｃｏｐｅ」の地形データを取り
込み、構造物モデルを組み合わ
せれば、どこに配置されるか視
覚的に分かる。「ＳｉＴＥＣＨ
３Ｄ」「ＳｉＴＥ―ＮＥＸＵＳ」
を組み合わせるとひとつのデー
タで４Ｄシミュレーションや重
機の配置計画、計画工程表の作
成、２次元図面の切り出しなど
に活用でき、データ作成の手間
を削減できる。

　最近「デジタルツイン」とい
う言葉を聞いたことがあるかも
しれない。デジタルと実際の建
設物の双子という意味である
が、当社ではそれをさらに発展
させ３次元モデルの上に建設や
設計の変更などのプロセス要素
を加え、プロジェクトの流れも
含めて統合していく「バーチャ
ル・ツイン」の概念を提唱して

いる。
　その環境をつくり運用してい
くのが「３Ｄ　ＥＸＰＥＲＩＥ
ＮＣＥプラットフォーム」で、
ダッシュボードを作成し、プロ
ジェクトの運用に合わせて設
計、エンジニア、製造、施工ま
で全体工程を管理できる。
　設計においてはテンプレート
を作成することで修正が容易に
なり、効率化が図られる。また、
そのテンプレートを登録すれ
ば、次のプロジェクトでも活用
できる。
　施工計画、工程検討や保守管
理メンテナンスの段階でも課題
管理に３次元モデルを活用する
ことでさらなる効率化が実現す
る。

　公共の建設プロジェクトを管
理する上で受発注者双方が目指
すべきゴールの一つである「デ
ータセキュリティーの担保」に
ついて、いかに情報をプロジェ
クト関係者で安全に共有してい
くか、オラクルの建設プロジェ
クト管理ソフト『Ｏｒａｃｌｅ
　Ａｃｏｎｅｘ』を中心に案内
する。
　Ａｃｏｎｅｘは、プロジェク

ト共通のプラットフォームとし
て、発注者、ゼネコン、サブコ
ンも含むすべてのプロジェクト
関係者が活用できるクラウドソ
リューションだ。関係者はＢＩ
Ｍモデルや文書データなどのプ
ロジェクト情報にアクセスで
き、そこで発生する様々なやり
とりをすべて一元管理できる。
　クラウドプラットフォームで
あるＡｃｏｎｅｘの導入によっ
て、無駄なＩＣＴ工数を撤廃し、
アカウント管理の手間を省くと
ともに、コミュニケーションミ
スを低減させ、チーム全体の生
産性向上を実現する。グローバ
ルで導入が進む中、昨年Ａｃｏ
ｎｅｘは、共通データ環境（Ｃ
ＤＥ）としての国際認証を取得
した。大きなメリットがあるこ
とをぜひ知っていただきたい。

　ＶＲシミュレーションソフト
ＵＣｗｉｎ／ＲｏａｄとＳｈ
ａｄｅ３Ｄを活用事例とともに
紹介する。これらは、都市のデ
ジタルツイン環境を構築するＶ
Ｒ・ＣＧソフト。プラトーなど
のオープンデータを活用して地
形、地図、写真、点群、建物モ
デルデータから３次元空間を容
易に構築できる。
　ＩＦＣ、Ｌａｎｄ－ＸＭＬデ
ータに対応しており、構築した
デジタルツイン環境で、ＢＩＭ

／ＣＩＭデータを展開、都市計
画、交通、防災・減災、建設工
事、維持管理など、様々なシミ
ュレーションに活用できる。運
転、４Ｄ、環境・交通、群衆シ
ミュレーション機能など多彩な
リアルタイムシミュレーション
機能で高度な応用も可能。
　また、これらをウェブブラウ
ザだけで展開できるＦ８ＶＰＳ
で、マルチプラットフォーム環
境で、関係者間の情報共有や広
く一般の方への公開にも活用で
きる。土木構造物の設計、図面
・報告書作成、照査、３Ｄモデ
ル作成まで一連の機能を実現で
きるＵＣ－１シリーズソフトで
は、クラウド版の自動設計シリ
ーズの拡充も進めており、ＶＲ
／ＣＧ、Ｆ８ＶＰＳと合わせて
ＢＩＭ／ＣＩＭ推進に活用でき
る。

　測量・土木事業と建築におい
て有効となる各ＢＩＭ／ＣＩＭ
ソリューションを紹介する。
　測量・土木事業には、ＢＩＭ
／ＣＩＭモデル作成・活用の
「ＴＲＥＮＤ－ＣＯＲＥ」と３
Ｄ点群処理の「ＴＲＥＮＤ－Ｐ
ＯＩＮＴ」が有効だ。
　両ソフトを使用すれば、２Ｄ
図面から土工・造成・構造の各
３Ｄモデルを作成し、資機材な
ど，以上の豊富な３Ｄ部品

を配置することで施工計画を再
現する。また点群と３Ｄモデル
を重ね合わせて表示することで
干渉状況の確認や施工状況の再
現なども可能となる。
　建築ＢＩＭ事業では「ＧＬＯ
ＯＢＥ」シリーズを展開し、国
産の建築専用ＣＡＤシステムと
してはトップシェアとなる約４
万社に納入している。
　企画から設計、維持管理を網
羅する「Ａｒｃｈｉｔｅｃｔ」、
実施設計後半から引き渡し直前
までをカバーする「Ｃｏｎｓｔ
ｒｕｃｔｉｏｎ」により、企画
からＦＭまでを網羅するだけで
なく、その他の構造解析データ
や設備データから統合モデルも
作成可能だ。近年では建築業界
の３次元化を目指すなど、業界
全体のＢＩＭ／ＣＩＭワークフ
ローを支援したい。
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
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
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
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
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活
用
し
て
無
駄
や
無

理
を
削
ぎ
落
と
す
リ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
た


　
そ
の
際
に

中
小
建
設
業
者
で
も
取

り
組
み
や
す
い
方
法
と
し
て

発
注
者

を
交
え
た
ブ
レ

ン
ス
ト

ミ
ン
グ
に

よ
る
合
意
形
成

安
価
な
汎
用
器
機
の

使
用

中
小
建
設
業
の
連
携
の
３
ポ
イ

ン
ト
を
重
視
し
て
い
る


　
ブ
レ

ン
ス
ト

ミ
ン
グ
で
は

遠

隔
臨
場
に
よ
る
時
間
短
縮

検
査
の
省

力
化

書
類
作
成
手
間
の
削
減

監
理

技
術
者
の
判
断
迅
速
化
に
つ
い
て
受
発

注
者
で
合
意
し
た


　
遠
隔
臨
場
は
映
像
に
よ

て
現
場
の

仮
想
空
間
を
創
出
し

移
動
を
伴
わ
な

い
短
時
間
の
現
場
臨
場
が
可
能
に
な
る

が

目
的
に
よ

て
技
術
を
使
い
分
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

固
定
カ
メ
ラ

で
の
映
像
で
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
技
術
を
使

え
ば
短
時
間
で
過
去
の
振
り
返
り
が
で

き

ネ

ト
ワ

ク
カ
メ
ラ

ス
マ


ト
フ

ン

３
６
０
度
カ
メ
ラ
な
ど
に

よ
り

詳
細
な
寸
法
の
確
認
や
遠
隔
操

作
で
の
確
認
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き

る


　
検
査
の
省
力
化
で
は

組
み
あ
が


た
鉄
筋
を
３
６
０
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア

プ
し

事
務
所
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
上
で
指
示
さ
れ
た
写
真
計

測
に
よ
る
３
次
元
再
構
築
を
現
場
で
約


分
で
行
い

結
果
を
事
務
所
に
送
信

し
て
検
査
を
受
け
る
と
い
う
手
順
が


分
以
内
で
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た


　
現
場
で
作
成
す
る
書
類
は
膨
大
な
量

と
な
り

現
場
技
術
者
の
働
き
方
改
革

に
は
こ
の
手
間
を
解
消
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
な
る

目
的
に
適
し
た
撮
影
器

機
を
選
択
す
れ
ば

映
像
な
ど
に
よ
る

書
類
代
用
で
書
類
作
成
を
削
減
で
き


工
程
管
理
や
安
全
管
理
の
品
質
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
る


　
施
工
後
の
遠
隔
臨
場
に
よ
る
公
開
見

学
会
で
は

受
発
注
者
で
ま
ず
は
映
像

の
形
で
残
し
て
い

て
施
工
の
効
率
化

に
活
用
し

将
来
的
に
は
３
Ｄ
デ

タ

と
リ
ン
ク
し
て
活
用
の
幅
が
広
が

て

い
く
姿
を
共
有
し
た


　
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
て
い
く

に
は

発
注
者
間
の
合
意
形
成
と
継
続

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

今
後

は
中
小
建
設
業
が
連
携
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
目
指
し

提

案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る


　
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は

３
次

元
デ

タ
な
ど
を
活
用
し
た
新
技
術
の
開
発

や
導
入
促
進

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
人
材
育

成
が
求
め
ら
れ
る

そ
の
た
め

イ
ン
フ
ラ

分
野
の
Ｄ
Ｘ
や
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
の
推
進
に
向
け
た
人
材
育
成
を
目
的

に

２
０
２
１
年
４
月
に
関
東
技
術
事
務
所

に
﹁
関
東
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
人
材
育
成
セ
ン
タ

﹂
︵
人
材
育

成
セ
ン
タ

︶
を
設
置
し
た


　
人
材
育
成
セ
ン
タ

の
研
修
棟
と
現
場
実

証
フ


ル
ド
で
は

発
注
者
で
あ
る
国
や

地
方
公
共
団
体
の
職
員
及
び
受
注
者
と
な
る

民
間
技
術
者
を
対
象
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に

関
す
る
研
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
計
測
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

に
関
す
る
講
習
な
ど
を
行
う


　
ま
た

人
材
育
成
セ
ン
タ

と
同
時
に
関

東
地
方
整
備
局
本
局
に
設
置
し
た
関
東
Ｄ
Ｘ

ル

ム
や
関
東
技
術
事
務
所
内
に
常
設
し


﹁
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５

０
を
実
現
す
る
新

技
術
﹂
な
ど
の
最
新
技
術
を
展
示
し
て
い
る

建
設
技
術
展
示
館
と
も
連
携
し
て
Ｄ
Ｘ
に
関

連
す
る
情
報
発
信
を
し
て
い
く


　
関
東
Ｄ
Ｘ
ル

ム
は
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進

の
交
流
・
情
報
発
信
拠
点
で
あ
り
高
速
通
信

網
や
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
が
整
備
さ
れ

遠
隔
で
の

セ
ミ
ナ

の
開
催
等
が
可
能
と
な

て
い

る

さ
ら
に

建
設
技
術
展
示
館
で
は
新
た

に
Ｄ
Ｘ
パ

ク
を
開
設
し

一
般
の
方
々
や

将
来
の
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
担
い
手
と
な
る
学

生
に
も
レ

ザ

ス
キ

ナ

や
３
次
元
デ


タ
の
操
作
体
験
を
通
じ
て

イ
ン
フ
ラ
Ｄ

Ｘ
技
術
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
る


　
人
材
育
成
セ
ン
タ

の
具
体
的
な
研
修
・

講
習
内
容
は
▽
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
・
無
人
化
施
工
▽
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
３

つ
と
な

て
い
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
で
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の

習
得
や
高
性
能
Ｐ
Ｃ
を
用
い
た
３
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
演
習
な
ど
を
行
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
・
無
人

化
施
工
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
に
加
え

現
場
実
証
フ



ル
ド
を
活
用
し
て

３
次
元
測
量
機
器
の

操
作
実
習
や
３
次
元
設
計
デ

タ
を
搭
載
し

た
建
設
機
械
を
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
支
援

で
操
作
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
実
習

建
設
機
械

を
遠
隔
で
操
作
す
る
無
人
化
施
工
の
実
習
を

行
う

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
は
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

に
資
す
る
デ

タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す

る
基
礎
知
識
習
得
の
ほ
か

ク
ラ
ウ
ド
活
用

等
を
想
定
し
た
情
報
セ
キ

リ
テ


の
習

得
な
ど
を
行
う


年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
集
合
・
対
面
が
困
難
な
状
況
で
あ

た
た

め

主
に
ウ

ブ
方
式
で
研
修
・
講
習
を

行

た


　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
に

は

小
規
模
工
事
で
の
導
入
拡
大
が
必
要
で

あ
り

地
域
建
設
業
や
地
方
公

共
団
体
に
も
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る

そ

の
た
め

年

月
に
は
現
場
実

証
フ


ル
ド
で

埼
玉
県
地

域
建
設
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
協

議
会
と
協
働
し
て

小
規
模
土

工
等
の
地
方
公
共
団
体
発
注
工

事
に
多
い
工
種
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
効
果
の
検
証
を
行


た

参
加
し
た
地
域
建
設
業
の

オ
ペ
レ

タ

か
ら
は
﹁
現
場

で
の
丁
張
り
設
置
が
無
く
な
る

の
は
大
き
な
メ
リ

ト
だ
﹂
と

い

た
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る


　
人
材
育
成
セ
ン
タ

で
は
ホ


ム
ペ

ジ
や
定
期
的
に
発
行

し
て
い
る
リ

フ
レ

ト
を
通

じ
て
情
報
発
信
も
行

て
い
る

今
後
も
人

材
育
成
セ
ン
タ

が
起
点
と
な

て

よ
り

多
く
の
発
注
者
や
受
注
者
等
の
関
係
者
が
Ｄ

Ｘ
を
知
り

Ｄ
Ｘ
を
体
験
で
き
る
場
を
創
出

し

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
や
働
き
方
改

革
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く


マ
ル
チ
コ

ク
ピ

ト

　
こ
の
数
年

現
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

導
入
し
な
が
ら
施
工
を
進
め
て
き
た


現
場
の
困

た
事
案
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
で
解
決
す
る
イ
メ

ジ
で
あ
る


一
般
的
に
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
活
用

に
つ
い
て
議
論
す
る
場
合

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

機
の
施
工
に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
多
い

が

実
は
３
次
元
計
測
が
施
工
以
上
に

生
産
性
向
上
が
見
込
め
る
作
業
と
な


て
い
る

３
次
元
デ

タ
の
活
用
は


土
木
だ
け
で
な
く
建
築
で
も
積
極
的
に

進
め
て
い
く
方
針
だ


　
２
０
１
９
年
度
に
は

国
土
交
通
省

の
直
轄
工
事
現
場
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

の
活
用
に
取
り
組
ん
だ

Ｕ
Ａ
Ｖ
︵
無

人
航
空
機
︶
で
３
次
元
点
群
デ

タ
を

取
得
後

３
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
し
て

い
る

今
回
は
Ｕ
Ａ
Ｖ
だ

た
が

現

場
状
況
に
合
わ
せ

地
上
型
レ

ザ


ス
キ

ナ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
デ


タ
を
取
得
す
る

現
場
で
は
発
注
者
や

隣
接
施
工
業
者
な
ど
関
係
者
協
議
を
可

視
化
す
る
こ
と
も
で
き
た


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
で
は
施
工
計
画
の

段
階
よ
り

社
内
で
の
事
前
検
討
や
仮

設
計
画

作
業
手
順
の
確
認
な
ど
も
行


た

現
場
で
は

工
事
が
ふ
く
そ
う

し

作
業
基
面
が
一
定
で
な
い
た
め


時
間
軸
も
考
慮
し
た
仮
設
計
画
を
立
て

た

こ
れ
に
よ
り
各
工
事
で
作
業
に
使

用
で
き
る
範
囲
が
把
握
で
き

業
者
間

の
施
工
調
整
を
ス
ム

ズ
に
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
な

た


　
弊
社
で
は

産
学
連
携
に
も
力
を
入

れ
て
い
る

内
閣
府
の
宇
宙
政
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の

﹁
み
ち
び
き
﹂
を
活
用
し
た
﹃
準
天
頂

衛
星
の
高
精
度
測
位
を
活
用
し
た
機
械

除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム
﹄
の
研
究
を
広
島

工
業
大
学
と
進
め
て
お
り


年
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
機
械
除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム

の
試
行
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し

た

年

月
に
は
実
証
実
験
を
行
い


除
雪
ト
ラ

ク
の
プ
ラ
ウ
操
作
の
自
動

化
に
も
成
功
し
て
い
る

今
後
は

除

雪
装
置
の
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
ア
ラ


ト
コ
ン
ト
ロ

ル
お
よ
び
自
動
運
転

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
く


　
今
は

技
術
の
進
化
が
と
て
つ
も
な

く
速
い
ス
ピ

ド
で
進
ん
で
い
る

立

ち
止
ま

て
様
子
を
伺

て
い
る
と
置

い
て
い
か
れ
て
し
ま
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

は
ひ
と
つ
の
ツ

ル
に
過
ぎ
ず

手
段

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
導
入
は

今
か
ら
で
も
ま
だ
間
に

合
う
は
ず
だ

気
が
つ
い
た
時
が
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
と
思
う


　
先
端
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し

ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し
く

カ

コ

イ
イ
業
界
を
つ
く

て
い
き
た
い


４年後期　建設プロジェクト１（ＢＩＭ／ＣＩＭの
応用として、構造物と地盤データを連携する演習）

　
松
江
高
専
で
は

中
学
３
年
生
の
生

徒
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
や

学
科

の
魅
力
向
上
の
必
要
性

建
築
士
法
改

正
へ
の
対
応
な
ど
か
ら

環
境
・
建
設

工
学
科
の
カ
リ
キ

ラ
ム
を
抜
本
的
に

見
直
す
必
要
が
生
じ
た


　
そ
こ
で

民
間
教
育
機
関
が
ま
と
め

た
﹁
中
学
生

高
校
生
の
な
り
た
い
職

業
ベ
ス
ト

﹂
に
公
務
員

コ
ン
ピ



タ

・
プ
ロ
グ
ラ
マ

大
工
な
ど
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
こ
と
に
着
目


公
務
員
の
就
職
先
を
持
つ
環
境
・
建
設

工
学
科
の
特
徴
を
強
化
し

情
報
技
術

を
魅
力
あ
る
形
で
導
入
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
と
考
え
た


　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

国
土
交
通

省
で
２
０
１
２
年
か
ら
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
知

た
将
来


土
木
や
建
築
の
基
礎
技
術
を
学
び

３

Ｄ
モ
デ
ル
を
扱
う
ス
キ
ル
を
持

た
技

術
者
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら

松
江

高
専
の
環
境
・
建
設
工
学
科
で
も
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
学
ぶ
科
目
を
導
入
し

た


　
２
０
１
６
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
や

建
築

環
境
と

情
報
技
術
を
組
み
合

わ
せ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
対
応
し
た

カ
リ
キ

ラ
ム
を
編
成
し
た

従
来
の

測
量
実
習
に
加
え

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
や

ド
ロ

ン
に
よ
る
写
真
測
量
な
ど
新
た

な
測
量
実
習
を
加
え
た
ほ
か

製
図
系

の
実
習
を
多
く
し
た


　
３
年
生
が
終
わ
る
時
点
で

基
礎
ス

キ
ル
を
習
得
し

４
｜
５
年
で
は
設
計

演
習
な
ど
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用

す
る
た
め
の
連
携
や
ス
キ
ル
を
習
得
す

る

４
年
の
後
期
で
は

﹁
建
設
プ
ロ

ジ

ク
ト
﹂
と
し
て
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
で
Ｄ

ｙ
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
を
用
い
て
自
動
配
筋
を
行

う
演
習
を
行
う
ほ
か

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
応
用
と
し
て

構
造
物
と
地
盤
デ


タ
を
連
携
す
る
演
習
な
ど
も
実
施
す

る


　
大
学
や
高
専
な
ど
高
等
教
育
機
関
で

は

遠
隔
授
業
が
実
施
さ
れ

デ
ジ
タ

ル
教
材
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る

Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
専
門
技
術
者
教
育
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
適
し
て
お
り

建
設
技

術
者
の
教
育
を
変
革
す
る
力
が
あ
る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
対
応
し
た
建
設

技
術
者
育
成
の
授
業
を
展
開
す
る
中

で

学
生
達
が
意
欲
的
に
専
門
分
野
を

学
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
３
次
元
モ
デ
リ
ン
グ

が
設
計
や
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
に
今
後
も
改
善
し
な
が
ら


教
育
を
展
開
し
た
い


主催：日刊建設通信新聞社
共催：土木学会土木情報学委員会施工情報自動処理研究小委員会
後援：国土交通省、日本建設業連合会、日本建設情報総合センター、

建設コンサルタンツ協会、ＮＰＯ法人グリーンアース

　

年
度
の
第
３
回
セ
ミ
ナ

で
は

関
東
地
方

整
備
局
の
荒
川
調
節
池
工
事
事
務
所
か
ら
鈴
木
彩

絵
調
査
設
計
課
国
土
交
通
技
官
と
山
川
潤
事
業
計

画
課
国
土
交
通
技
官
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

関
東
技
術
事
務
所
の

川
俣
裕
行
所
長
兼
関
東
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
人
材
育
成
セ
ン
タ

長
は
人
材

育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説
し
た


　
こ
の
ほ
か
国
土
交
通
省
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
事
例
と

し
て
阿
部
建
設
の
後
藤
辰
男
常
務

加
藤
組
の
原

田
英
司
取
締
役
土
木
部
長
が
現
場
で
の
取
り
組
み

を
発
表
し
た

ま
た

松
江
工
業
高
等
専
門
学
校

の
大
屋
誠
環
境
・
建
設
工
学
科
教
授
が
実
践
す
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
教
育
に
つ
い
て
紹
介
し
た


　
こ
の
ほ
か
セ
ミ
ナ

協
賛
企
業
の
オ

ト
デ
ス

ク
建
設
シ
ス
テ
ム
ダ

ソ

・
シ
ス
テ
ム
ズ


日
本
オ
ラ
ク
ル

フ


ラ
ム
エ
イ
ト

福
井
コ

ン
ピ


タ
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
最
新
ソ
リ



シ

ン
の
発
表
も
あ

た

セ
ミ
ナ

登
録

者
は

年
度
か
ら
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
原
則
化
を

背
景
に


年
度
の
３
回
累
計
で
５
５
０
０
人
を

超
え
た


　日刊建設通信新聞社は、国土交通省が先導するＢ
ＩＭ／ＣＩＭの最前線を通し、建設産業が進むべき
３次元データ活用の方向性を探るウェブセミナー
『ＢＩＭ／ＣＩＭ　ＬＩＶＥ』の第３回を開い
た。年度のＢＩＭ／ＣＩＭ原則適用に向けた取
り組みが多様化する中、全国各地で進められている
最新事例とともに、人材育成の取り組みも広がって
いる。セミナーには，人を超える申し込みがあ
った。各講演のポイントをまとめた。

　日刊建設通信新聞社は３月
日午後１時から『ＢＩＭ／ＣＩ
Ｍ　ＬＩＶＥ』の第４回を
開催いたします。参加は無料で
すが、事前の参加登録が必要に
なります。本日より弊社ＨＰで
参加受付をスタートしました。


